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2020年の設立当初から、特許の取得を前提に開発を進

めた四條代表。前職の頃から、技術者として知的財産

権が持つ他社への牽制力を常々実感していたこともあ

り、「製造業の設計に特化した3D形状認識AI」という

技術をビジネスにする上では、特許取得による権利保

護が将来的に大きなアドバンテージになると考えた。

特許出願にあたって相談した弁理士は、起業時に接点

があった社労士から紹介を受けた。専門性の高い内容

であっても積極的に理解を深め、パートナーとして適

切な提案を行ってくれたそうだ。また、類似案件や申

請範囲の調査に関しても非常に助けられ、四條代表に

とって「出逢えていなければ取得を諦めていたかもし

れない」と感じるほどの貴重な縁となったという。結

果、国内では10ヶ月程度の期間を経て、無事に特許を

取得。特許審査におけるスタートアップ支援策も活用

し、比較的スムーズに登録を完了できたという。

「特許を取得してから、お客様からの問い合わせの数

は確実に上がっている」と四條代表は語る。設立当初

はコロナ禍であり、思うように営業活動ができない時

期であったが、その分、知財戦略について考え、知財

取得などに注力することができたという。特許取得後

は自動車や機械、電機業界を中心に関心を持たれるこ

とが増えた。技術の新規性のみならず、自社が新たな

当社は製造業の技術系ソフトウェアに30年以上携わっ

てきた四條代表が、在籍していた会社から独立する形

で創業。きっかけは、従来の物理モデルから構築する

形式のCAE（理論に基づくシミュレーションシステム）

に限界を感じたことだった。当時は部品等の設計を行

う際、「先に予想される現象の理論式を組み立て、そ

れを利用して結果を予測する」という方法が主流とさ

れていたが、コストや膨大な計算時間が必要となるに

もかかわらず、適用範囲が限られている点が課題と

なっていた。そこで注目したのが、近年幅広い分野で

活用が広まりつつあるAIである。四條代表は「AIが三

次元の形状を認識できるようになれば、従来とは逆に

用意された結果データからシミュレーションモデルを

構築する、というさらに応用範囲の広い方法を取れる

ようになるのでは」と考え、信頼する仲間と共に起業

し、開発に踏み切ったという。現在は、設計における

データ管理や形状認識に活用されるソフトウェアの提

供と、高速で高精度なCAEシミュレーションを可能とす

る「サロゲートモデル」の開発を2本柱とする一方、業

務系システムへの進出など、新たな事業展開も模索し

ている。

従来の課題解決のため、新たな技術開発を行うべく起業
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知財を前提とした開発を行う中で

信頼する弁理士との縁にも繋がった

プロモーションと権利保護の双方に

特許が重要な役割を発揮



取組みに積極的である、ということをアピールできる

のも、知財の強みだと感じているという。また、今のと

ころ模倣品の存在も確認しておらず、権利保護の観点か

らも特許の有益性を実感している。四條代表自身、長年

大企業の技術者としてアイデアを練る中で、幾度となく

他社の知財を意識してきたからこそ、現在の取引先から

見た“知財の頼もしさ”も理解できるそうだ。そのため、

国内での特許取得後には弁理士の勧めもあり、アメリカ

における国際特許も取得した。出願から登録までには約

2年という長い歳月を要したが、自社の可能性を広げる

上では重要なものとして、今後も継続的にAI関連技術の

特許を取得していく方針だ。

もちろん、特許の取得までには様々な難関もあった。開

発にあたっては、まず研究論文を精査する必要があった

が、前人未踏の分野であるがゆえに作業が難航した。そ

の後のトライアルでも進め方の“正解”が分からず、知

財取得を前提とした取組みの苦労を実感したという。ま

た、四條代表は前職時代の経験から、特許文書の難解さ

はあらかじめ理解していたというが、それでもいざ自身

が出願するとなると想像以上の壁となり立ちはだかった。

これに関しては、弁理士と細かいディスカッションを行

うなど、手厚いサポートを受けながら地道に進め続けた

結果、無事特許の出願・取得に至ったそうだ。

「特許は、会社の“プレゼンター（魅力を伝えるも

の）”となる強力な武器である」と四條代表は語る。

「取得には困難なところもあるが、相性の良い弁理士を

頼って根気強く続けることが大切だ」と。また、「中小

企業こそ、技術力や信頼性を高めるために知財を活用す

るのが有効だと思う。自社の強みを“見える化”する手

段として、ぜひチャレンジしてほしい」と続けた。

ソフトウェアのプロフェッショナルとして、長年経験を積んで

きた四條代表。特許をはじめとする知財に対する意識も高く、

当初から取得を前提とした戦略を行った結果、早い段階で信頼

のおける弁理士との縁に恵まれた。「スタートアップ企業だか

らこそ、目に見える強みが必要だ」という将来を見据えた堅実

な姿勢により、創業間もない頃から、特許を軸として様々な取

引先からの信頼を得るに至っている。元々の専門性の高さや発

想力に、知財についても着実に戦略を構築していく四條代表の

真面目な人柄が加わり、円滑な知財活用に繋がった。

特定の分野に目を付ける専門性の高さと
常に先を見据えて物事を進める誠実な姿勢
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